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第７次広島県病院事業経営計画 骨子（案） 

 １ 趣旨・計画期間等                                  

（１）趣旨 

   第６次広島県病院事業経営計画（以下「現行経営計画」という。）の計画期間が満了することから、こ

れまでの取組の成果や課題の振り返りや外部環境の変化などを踏まえ、更なる経営強化の取組により持続

可能な地域医療提供体制を確保していくため、目指すべき姿を明確にするとともに、その実現に向けた取

組方策や目標を定め、職員が一丸となって取り組むべき指針として第７次広島県病院事業経営計画（以下

「次期経営計画」という。）を策定する。 

 

（２）計画期間 

令和６（2024）年度（１年間（※）） 

※ 「高度医療・人材育成拠点」の基本計画において、現県立病院の経営形態については、令和７（2025）

年度から地方独立行政法人による運営が計画されており、地方独立行政法人法で定められる中期計画

を新たに策定するため、次期経営計画の期間は１年間とする。 

 

（３）計画の位置づけ 

次期経営計画は、総務省が「持続可能な地域医療提供体制を確保するための公立病院経営強化ガイドラ

イン（以下「経営強化ガイドライン」という。）」（令和３（2021）年３月 29 日付け総財準第 72 号総務省

自治財政局長通知）により、病院事業を設置する各地方公共団体に策定を求める「公立病院経営強化プラ

ン」（図表１）に相当するものである。 

 

図表１ 公立病院経営強化プランの内容 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（出典）総務省「持続可能な地域医療提供体制を確保するための 

公立病院経営強化ガイドラインの概要」から一部抜粋 
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 ２ 現行経営計画期間中の主な取組実績及び課題（指標ごとの年次目標及び実績は巻末資料参照）                                 

 取組実績 課題 

広島病院 

○ 救急医療について、県全体を俯瞰する救命救急センタ
ーとして、救急車受入台数は目標を上回り、三次救急患
者数も増加した。 

 ◆ 救急車受入台数 H29:6,066 台→R4:7,757 台（目標 6,500 台） 
○ 成育医療について、総合周産期母子医療センターとし
て、1,000g 未満出生新生児患者数の受入県内割合５割超
を維持するとともに、緊急母体搬送受入件数や生殖医療
科採卵件数が増加した。 

 ◆ 緊急母体搬送受入件数 H29:165 件→R4:187 件（目標 125 件） 
 ◆ 生殖医療科採卵件数 H29:284 件→R4:402 件（目標 300 件） 
○ がん医療について、ゲノム診療科を設置（R4年度～）
し、がんゲノム医療提供体制の強化によりがんゲノム検
査件数が増加した。また、「がんゲノム医療拠点病院」の
指定（R5年度～）を受けた。 

 ◆ がんゲノム検査件数 H29:７件→R4:189 件（目標 180 件） 
○ 新型コロナウイルス感染症（以下「新型コロナ」とい
う。）対応について、「新型コロナウイルス感染症重点医
療機関」の指定を受け、広島県内医療機関の中で最大数
の専用病床（93 床（R4 年度））を確保し、中等症以上の
感染患者を中心とした入院受入及び感染妊婦の分娩を県
内の医療機関で最も多く行った。 

 ◆ 入院受入患者数 R4:延 9,507 人（うち中等症以上 4,895 人） 
 ◆ 感染妊婦分娩数 R4:45 件 

○ 現行経営計画期間中は、
令和元年度を除き、経常収
支が黒字となった。（図表
２） 

○ しかしながら、この黒字
は、新型コロナ対策に係る
一般会計補助金の受入によ
るものであり、医業収支の
赤字は継続していることか
ら、早期に医業収支の改善
を図る必要がある。 

安芸津病院 

○ 地域包括ケア病床について、長期入院ニーズに対応し、
21 床から 29 床に８床増床（H29 年度～）するとともに、
訪問診療・看護による在宅療養支援の充実や健（検）診な
ど、地域包括ケアシステムの質の向上に貢献した。 

 ◆ 健（検）診件数 H29:2,715 件→R4:2,940 件（目標 2,790 件） 
○ 二次救急の病院群輪番制病院体制や小児科診療を維持
するなど一定の医療水準を維持しながら、骨粗鬆症外来
などの専門外来（H29 年度～）や整形外科のアウトリーチ
クリニック（R元年度～）を実施するなど、地域で必要と
される医療を提供した。 

 ◆ 専門外来受診患者数 H29:328 人→R4:1,058 人（目標 950 人） 
○ 新型コロナ対応について、「新型コロナウイルス感染症
重点医療機関」の指定を受け、入院患者の受入、発熱外来
の実施及び東広島市のワクチン接種業務への協力など病
院全体で対応を行った。 

 ◆ 入院受入患者数 R4:延 842 人（うち中等症以上 582 人） 
 ◆ 発熱外来患者数 R4:3,495 人 
 ◆ ワクチン接種実施数 R4:3,421 件 

○ 現行経営計画期間中は、
令和３年度を除き、経常収
支が赤字となった。（図表
２） 

○ 高齢化・人口減少に加え
て、平成 30年７月西日本豪
雨災害や新型コロナの影響
等により減少した患者数の
回復により、医業収支の改
善を図る必要がある。 

 

図表２ 現行経営計画期間中の経常収支推移 

【広島病院】                   【安芸津病院】 
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 ３ 環境変化                                     

（１）少子高齢化の進展 

   国立社会保障・人口問題研究所の推計によると、本県の人口減少は今後も加速するものと予測され、総

人口は令和７（2025）年に 275.8 万人、令和 27（2045）年に 242.9 万人になると見込まれている。また、

高齢者人口は令和 27（2045）年には 85.5 万人に達し、更なる少子高齢化の進行に伴い、高齢化率は 35%

に達すると見込まれている。 

 

（２）医療の高度化 

   医療の高度化として、ゲノム診療の進歩や遺伝子治療薬の開発、ロボット技術の導入などにより、がん

などの難治性疾患に対する高度な治療が可能となっている。 

 

（３）医療費の増大 

   我が国の医療費は、高齢化の進展や医療の高度化などを背景に年々上昇しており、令和４（2022）年度

の国民医療費は 46.0 兆円で、前年度に比べて 1.8 兆円の増加となった。国においては、診療報酬の抑制

を含め、医療費の増加を抑制する政策を打ち出している。 

 

（４）医師の働き方改革 

   「働き方改革を推進するための関係法律の整備に関する法律」により、時間外労働規制が医師にも原則

として適用されることとなった。その後、「良質かつ適切な医療を効率的に提供する体制の確保を推進す

るための医療法等の一部を改正する法律」により、令和６（2024）年度から適用が開始される。  

 

（５）新興・再興感染症 

   公立病院は、新型コロナへの対応において、積極的な病床確保と入院患者の受入をはじめ、発熱外来の

設置やＰＣＲ検査、ワクチン接種などで中核的な役割を果たしているところであり、感染症拡大時に公立

病院の果たす役割の重要性が改めて認識された。新興感染症等への対応については、第８次医療計画から

記載事項に追加することとされている。 
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 ４ 次期経営計画の概要                                    

（１）目指す姿  

【広島病院】 

 ・ 三次保健医療圏（広島県全域）を視野に入れ、保健医療計画に沿った救急医療、脳心臓血管医療、

成育医療、がん医療などの領域を中心に、高度急性期医療機能の維持・強化を図るとともに、災害時

における医療体制を整備することで、基幹病院としての役割を果たす。 

 ・ 地域医療で活躍する人材の確保・育成に取り組むことで、県全体の医療水準の向上に貢献する。 

【安芸津病院】 

 ・ 地域住民の健康と暮らしを支えるため、二次救急の病院群輪番制病院体制や小児科診療などの維持

に努めることで、地域の中核病院としての役割を果たす。 

 ・ 地域の医療施設、介護施設、行政などの関係機関と連携し、在宅療養支援の充実や予防医療の強化

などを図ることで、地域包括ケアシステムの質の向上に貢献する。 

 

（２）取組体系 

   目指す姿の実現に向け、現行経営計画に経営強化ガイドラインにおいて要請されている事項を追加（※）

し、病院事業全体としての取組領域、取組方向及び取組項目（図表３）とともに、各県立病院において重

点的取組（図表４）を設定する。 

   ※ 働き方改革及び新興・再興感染症 

 

図表３ 取組体系図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



5 

 

 

 

 

 

図表４ 各県立病院の重点的取組 

【広島病院】                  【安芸津病院】 

 

（３）取組項目 

   経営強化ガイドラインで要請される事項を踏まえ、持続可能な地域医療提供体制を確保するために、各

県立病院が地域において果たすべき役割・機能などについて、次の取組項目を設定する。 

  ア 役割・機能の最適化と連携の強化 

  （ア）地域医療構想等を踏まえた当該病院の果たすべき役割・機能 

  （イ）地域包括ケアシステムの構築に向けて果たすべき役割・機能 

  （ウ）機能分化・連携強化 

  （エ）医療機能や医療の質、連携の強化等に係る数値目標 など 

  イ 医師・看護師等の確保と働き方改革 

  （ア）医師・看護師等の確保 

  （イ）臨床研修医の受入れ等を通じた若手医師の確保 

  （ウ）医師の働き方改革への対応 

  ウ 経営形態の見直し 

     令和７年度から地方独立行政法人による運営を予定 

  エ 新興感染症の感染拡大時等に備えた平時からの取組 

     新興感染症等の感染拡大時の対応に必要な機能 

  オ 施設・設備の最適化 

  （ア）施設・設備の適正管理と整備費の抑制 

  （イ）デジタル化への対応 

  カ 経営の効率化等 

  （ア）経営指標に係る数値目標 

  （イ）経常収支比率及び修正医業収支比率に係る目標 

  （ウ）目標達成に向けた具体的な取組 など 

   なお、具体的な目標指標については、計画素案に盛り込むこととする。 

 

（４）収支計画 

   調整中  
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 【巻末資料】現行経営計画の目標指標達成状況（平成 29（2017）年度～ 令和４（2022）年度）                                 

【広島病院】               （年度ごとに目標を達成した項目について「◎」としている。） 

 

 

 

 

 

 

 

　（１）　医療機能の強化

Ⅰ　医療提供体制の強化

5,500台 5,700台 5,850台 6,000台 6,000台 6,500台 新病院で断らない救急を実現するために人的配置を含めた受け入れ態勢の強化が

6,066台 6,089台 6,049台 5,736台 6,611台 7,757台 必要であり，少なくとも現体制で22台/日ｘ365日＝8,000台を受け入れる工夫が必要である

100% あくまで全例受入れが目標である。

96.2% 92.4% 91.6% 91.7% 91.7% 90.0% 楠先生：物理的に対応できない場合を除き，原則としてホットラインは断らない方針である．

100% あくまで全例受入れが目標である。

- 95.0% 94.0% 95.9% 95.3% 92.0% 楠先生：三次医療機関として二次医療機関からの重症患者の紹介は断らずに受ける責務がある．

3,000人 昨年度の件数を妥当と判断し継続する。

3,004人 2,882人 2,990人 2,940人 2,902人 2,767人

130件 昨年度の件数を妥当と判断し継続する。

100件 93件 98件 131件 112件 100件

40件 過去の実績から算出

27件 30件 34件 23件 27件 30件

30件 2022年1月～12月の血栓回収療法が43件であった。

24件 17件 29件 32件 33件 44件

75件 2022年1月～12月の動脈瘤治療件数は59件。例年60-70件で推移

73件 71件 73件 78件 60件 59件

75件 Hybrid手術室を整備予定であり，実績の上積みが欲しい（80件）

85件 62件 55件 75件 58件 66件

45,000件 40,200件 疾患別算定可能な療法士数とR4年度の実績を踏まえて算出

48,829件 44,487件 38,963件 44,108件 34,346件 37,655件

50% 過去４年間の実績をもとに平均を出した。

62.5% 52.5% 57.4% 55.1% 51.9% 65.5%

150件 150件 150件 150件 131件 125件 近年の実績に基づき150件が妥当を判断した。

165件 160件 131件 107件 123件 187件

330件 330件 330件 330件 300件 300件 不妊治療の保険化に伴い，若い世代の受診が増加傾向にあるため，採卵数も現状の108％の

284件 283件 282件 241件 257件 402件 260件を目標値としました。

110件 110件 着床前診断の完全自費化に伴い，限定した症例に対してのみカウンセリングを行っているため

0件 2件 1件 105件 114件 52件 増加は期待できず，現状維持を目標としました

100件 高齢患者，ハイリスク患者の増加に伴い，近年　県病院での妊娠管理を希望される患者はやや増加

109件 107件 125件 73件 105件 76件 傾向にありますが，妊娠数が現状維持であれば，紹介患者数に大きな増加は望めず現状維持を目標としました

化学療法および内視鏡治療のほとんど外来に移行している現状から，がんの入院患者数を目標指標とするのは適切ではない。がん手術患者数（内視鏡治療を含む），がん化学療法件数（入院＋外来），放射線治療件数　　　1/5　真次先生の回答：R元年レベル（コロナ禍前）目標　5,400人で一致

1,903件 1,965件 1,850件 1,860件 2,166件

手術支援ロボ（ダビンチ）の年間件数200件，放射線治療件数：4,000件，ESD（内視鏡的粘膜下層剥離術）食道，胃，大腸の合計件数

15件 123件 手術支援ロボ，放射線治療件数は板本院長了解，ESDは内視鏡内科渡辺先生ご提案による

手術支援ロボ（ダビンチ）の年間件数200件，放射線治療件数：4,000件，ESD（内視鏡的粘膜下層剥離術）食道，胃，大腸の合計件数

109件 156件 168件 153件 205件 234件 手術支援ロボ，放射線治療件数は板本院長了解，ESDは内視鏡内科渡辺先生ご提案による

120件 180件 がん患者数やコロナ感染症の状況から，院内でのがんゲノム検査数は本年度と比べ増加はないと思われる。病診連携による検査目的での紹介を増やしたい。（土井先生）

7件 21件 77件 109件 154件 189件

4,400件 4,400件 4,400件 4,400件 4,500件 4,500件 4月から前立腺がん，胃がんのダビンチ手術が開始となり，過去最高を目指したい

4,571件 4,742件 4,663件 4,217件 4,365件 4,648件

120件 院内外の連携を通してゲノム診療の重要性について共有することで，遺伝カウンセリング，遺伝学的検査の件数は増加すると予測する。

0件 26件 20件 125件 218件 139件

Ⅰ:40%
Ⅱ:50%

Ⅰ:35% 期間1での退院症例はそもそもパスがない例も多く，期間ごとのパス適応率は目標にはなじまないと思われる。全入院件数のうち何％にパスが適応されているか，その結果，期間Ⅱでの退院が増え，期間I，Ⅲでの退院が減ったかが問題。未だパスができていない待機入院にパスを作成し，パス適応率を上げることが必要。

Ⅰ:20.3%
Ⅱ:46.1%

Ⅰ:22.0%
Ⅱ:52.2%

Ⅰ:23.1%
Ⅱ:54.3%

Ⅰ:26.1%
Ⅱ:52.8%

Ⅰ:35.4%
Ⅱ:55.3%

Ⅰ:33.9%
Ⅱ:57.5%

Ⅱ:60%

Ⅱ　医療の安全と質の向上

2,500件 2,500件 R4年度は精神科病棟がコロナ対応のため閉棟なったこと，コロナ患者に対象者が多かったことから算定件数が

令和５年度経営計画目標指標（案）【広島病院】

H29目標 H30目標 R元目標 R２目標 R３目標 R４目標

H29実績 H30実績 R元実績 R２実績 R３実績 R４実績
目標指標 R５目標 メモ

救急

【重点指標】
１）救急車受入台数

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 8,000台

２）三次救急（ホットライン）受入率 100%

３）二次医療機関からの重症患者受入応需率 100%

【重点指標】
４）脳血管系と心血管系の新規入院患者及び
救急外来からの緊急入院患者数

3,000人

５）急性心筋梗塞PCI件数 130件

６）急性期脳卒中に対する ｔPA治療件数　 35件

７）急性期脳卒中に対する血管内カテーテル
による血栓回収療法件数

◎ 40件

８）未破裂，破裂動脈瘤の治療件数 65件

９）心大血管手術件数 80件

10）急性期リハビリテーション件数
　 （脳血管疾患等リハビリテーション件数及び
　　　心大血管疾患リハビリテーション件数の合計）

41,800件

11）1,000ｇ未満出生新生児患者数受入の
県内割合

◎ 54%

【重点指標】
12）緊急母体搬送受入件数

◎ ◎ ◎ 150件

13）生殖医療科採卵件数 ◎ 280件

14）生殖医療科遺伝カウンセリング件数
　※21）遺伝カウンセリング算定件数の内数

◎ 65件

15）生殖医療科で妊娠が成立した妊婦が
産婦人科へ院内紹介された件数

135件

16）院内がん登録件数（暦年）[新規] 2,100件

【重点指標】
17）手術支援ロボットによる手術件数[新規]

200件

【重点指標】
18）内視鏡的粘膜下層剥離術件数[新規]

200件

【重点指標】
19）がんゲノム検査件数

◎ ◎ 230件

その他

20）全身麻酔手術件数 ◎ ◎ ◎ ◎ 4,800件

21）遺伝カウンセリング算定件数 ◎ 230件

22）DPC/PDPS入院期間Ⅰでの退院例の
パス適用率，DPC/PDPS入院期間Ⅱでの
退院例のパス適用率

23）認知症ケア加算算定件数 ◎ ◎ 3,500件

脳心臓

成育

がん
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　（１）　医療機能の強化

Ⅱ　医療の安全と質の向上

2,500件 2,500件 R4年度は精神科病棟がコロナ対応のため閉棟なったこと，コロナ患者に対象者が多かったことから算定件数が

2,622件 2,123件 1,813件 2,267件 3,313件 4,823件 大幅に増加したが，R5年度は精神科病棟再開とするため，過去5年間の実績をもとに算出した。

3,800件 3,800件 R3年，R4年ともに目標達成できず，コロナ前の令和元年実績をもとに設定した。

2,212件 3,751件 3,832件 3,891件 3,648件 3,595件

1,100件 コロナ前のR元年の実績をもとに設定。

940件 868件 1,132件 797件 660件 1,127件

10件 糖尿病透析予防指導できる看護師を育成し外来で算定できる体制とした。

36件 24件 0件 10件 16件 14件 糖尿病外来の枠を増やしたいとの診療科の要望もあり体制を整える。

6,000件 R4年度の実績と過去5年間の実績を基に算定。

8,663件 6,275件 6,020件 6,049件 6,344件 6,765件

600件 コロナ前の実績をもとに設定。

1,133件 1,062件 445件 596件 758件 823件

100件 過去5年間の実績を基に設定。

26件 97件 88件 84件 91件 97件

0.0003以下 0.0003以下 高齢者が増加する中，転倒転落リスクは今後ますます高くなることが予測される。0.30以下を維持する。

- - 0.0023 0.00047 0.00029 0.0003

72% 今年度わずかに目標達成できず，過去の実績を基に算出。

- - 69.0% 71.7% 71.0% 70.4%

8,000件 8,000件 R4年度の目標は大きく上回っているが，コロナ禍における特殊な状況下における実績であるため，過去の

- - - 7,109件 8,628件 9,265件 実績も踏まえて算出。

400件 R2年度の実績を基に目標設定したが，大きく届かず。R5年度はコロナ収束を見据えて算出。

283件 324件 293件 341件 251件 271件

25% 20%

28.0% 27.6% 26.7% 25.6% 21.2% 22.8% 板本院長から，「項目は残すが，20％から25％へ変更する」

0件 R4年度は感染力の高いオミクロン株の影響でクラスターが多数発生した。コロナ収束を見据え0件を目標とする。

1件 1件 1件 0件 2件 13件

Ⅲ　危機管理対応力の強化

2,500人 R4目標設定と同様の考え方。安否確認訓練を２回実施すると，2500人程度となる。

- - 106人 2,191人 3,621人 3,263人 1/6　桂藤さんと相談

18施設 R4目標設定と同様の考え方だが，コロナが落ち着くと，対面，現地での訓練へ移行するので，

- - 9施設 10施設 64施設 190施設 Webなど遠隔と比較して多少減少するとの見通しから50施設とした。1/6　桂藤さんと相談

Ⅳ　地域連携の強化

83% 85% 87% 90% 93% 93% Ｒ４目標と同水準

97.7% 93.4% 93.5% 88.1% 93.8% 94.3%

100% 105% 107% 110% 120% 125% Ｒ４目標と同水準

114.1% 125.6% 120.6% 120.7% 141.3% 148.4%

450人 450人 450人 450人 450人 160人 Ｒ４目標と同水準

484人 620人 567人 170人 677人 188人

280件 280件 Ｒ４目標と同水準

390件 257件 289件 196件 334件 465件

　（２）　人材育成機能の維持

Ⅴ　医師の確保・育成

令和５年度経営計画目標指標（案）【広島病院】

H29目標 H30目標 R元目標 R２目標 R３目標 R４目標

H29実績 H30実績 R元実績 R２実績 R３実績 R４実績
目標指標 R５目標 メモ

23）認知症ケア加算算定件数 ◎ ◎ 3,500件

24）褥瘡ハイリスク患者ケア加算算定件数 3,800件

25）栄養サポートチーム加算算定件数 ◎ 1,100件

26）糖尿病透析予防指導管理料算定件数　　 ◎ 20件

27）周術期口腔機能管理料算定件数 ◎ 7,500件

28）摂食機能療法算定件数 ◎ 1,000件

29）精神科リエゾンチーム加算算定件数　 100件

30）転倒・転落発生率　レベル2以上
　　（軽度の処置を必要とした）　

◎ ◎ 0.0003

31）既に有していた褥瘡の改善率 72%

32）せん妄ハイリスク患者ケア加算算定件数 ◎ ◎ 9,000件

33）がん患者指導管理料算定件数（ロ※）
　※がん患者指導料のうち看護師関与分

350件

そ
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他
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

【重点指標】
34）入院期間Ⅱ超え割合　　　

◎ 23%

35）インフルエンザ・ＣＯＶＩＤ-19アウトブレイク
件数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

0件

36）院内災害対応訓練延参加者数 ◎ 2,500人

37）当院企画の災害訓練・研修会への延参加医療
機関数

◎ 50施設

38）患者紹介率 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 93%

39）患者逆紹介率 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 125%

40）院内研修への地域医療従事者の参加者数 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 160人

41）地域への教育活動件数 ◎ ◎ 280件
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　（２）　人材育成機能の維持

Ⅴ　医師の確保・育成

広病2人
他 40人

広島病院単独は，内科２，救急１，総合診療科１の４名

-
広病　0人
他　31人

広病　1人
他　32人

広病　3人
他　35人

広病　5人
他　22人

広病　5人
他　21人

その他は診療科の数で各１名として25名とした。

7人 7人 受講決定権限が当院にないため，過去３年間の実績により算出

6人 6人 7人 0人 11人 8人 数値定義：臨床研修に関する指導者育成研修受講者数

100% フルマッチを目標とする。

100% 100% 100% 100% 100% 100% 数値定義：臨床研修医採用希望人数÷研修医募集人数

94.1% 家庭の事情による転出者を考慮し，過去３年間の実績により算出　R５=14/15≒93.3

81.3% 85.7% 94.1% 88.9% 100% 87.5% 数値定義：（全研修医数-県外転出意向表示研修医数）÷全研修医数

- - - - - 7人

- - - - - 32.8h

Ⅵ　看護師等の確保・育成

6.60% 全国自治体病院協議会における平均値を目標値として設定した。

- - 6.64% 6.69% 3.62% 5.72% 低ければ良いものとも言えず，低率だと看護部全体の新陳代謝が進んでいないことも意味するため。

2人 2人 R5年度は摂食嚥下(特定含む）1名，クリテイカルケア（特定含む）1名，外科領域の特定看護師1名

1人 2人 1人 0人 1人 2人

60人 60人 過去５年の実績から算出

147人 129人 114人 19人 95人 109人 どの資格をこの人数に含めるか再度定義しなおす必要あり

100人 コロナ禍における実習の受け入れ制限をせざるを得なかったが，新人看護師のリアリテイショックが大きく

426人 478人 437人 69人 440人 779人 離職率上昇につながったため，R3・4年度は受け入れを制限しなかった。コロナ前の実績を基に算出。

Ⅶ　県内医療水準向上への貢献

200回 200回 200回 200回 200回 200回 この２年間の実績件数から算出した。この項目は新型コロナの状況の影響は大きく受けていないため，

390回 257回 289回 203回 589回 603回 実績件数程度は維持できると判断した。

　（３）　患者満足度の向上

Ⅷ　患者満足度の向上

75% 目標達成できていないので，前年度を目標とする。

78.2% 68.4% 88.6% 65.0% 56.7% 78.3%

97.5% 97.5% かなり高い目標だが例年どおりで。

97.3% 96.4% 97.1% 97.0% 97.3% 97.4%

Ⅸ　業務改善

719人 R5（第Ⅰ期）44名，R5（第Ⅱ期）45名・・・752名+89名＝841名

219人 329人 431人 541人 652人 795人

Ⅹ　広報の充実

10件 10件 例年が10件未満。コロナで取材が多い可能性があるが，今年度と同じで。

4件 4件 6件 8件 34件 22件

5件 5件 少なくとも昨年度超えを目指すという意味で・・・・・。そもそもの５件の根拠がわからない。

1件 0件 0件 0件 2件 4件

　（４）　経営基盤の強化

ⅩⅠ　経営力の強化

令和５年度経営計画目標指標（案）【広島病院】

H29目標 H30目標 R元目標 R２目標 R３目標 R４目標

H29実績 H30実績 R元実績 R２実績 R３実績 R４実績
目標指標 R５目標 メモ

42）専門研修プログラム専攻医数
広病4人 
他25人

43）臨床研修指導医新規受講者数 ◎ ◎ 7人

44）初期臨床研修医採用マッチ率 ◎ 100%

45）初期臨床研修医広島県内定着率 100%

46）年間時間外勤務960時間を超過する医師数[新規] 5人以下

47）医師一人当たりの時間外勤務時間[新規] 
対前年度比
10％縮減

48）看護師の離職率（定年退職を除く） ◎ 6.60%

49）認定・専門・特定行為研修修了看護師数領域別
確保数
【17領域37名（新規2名），（特定行為研修者がん薬物療法（１）
心不全看護（１））】　

◎ 3人

50）メディカルスタッフ部門の認定資格取得・専門的
資格取得者数
（放射線，検査，薬剤，栄養，リハビリ，ME）

◎ ◎ 100人

51）学生実習の受け入れ実績
（まん延防止等重点措置以上の対策期間中以外は原則
受け入れる）

◎ 450人

52）医師・看護師等の講師派遣回数 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 600回

53）患者意見箱に投稿された意見に対して実効的な改善
に取り組んだ割合

◎ 75%

54）患者アンケートの満足度（入院・外来） 97.5%

55）TQM手法習得者数（累積） ◎ 841人

56）取材協力件数 ◎ ◎ 10件

57）プレスリリース件数 5件
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　（４）　経営基盤の強化

ⅩⅠ　経営力の強化

16,920人 17,000人 17,000人 17,000人 17,000人 16,900人 700（床）X0.703X365/10.0（日）

17,313人 16,834人 16,825人 15,624人 15,895人 16,421人

87.7% 88.1% 87.9% 88.1% 70.0% 66.0% 令和5年度　予算要求資料から算出（平林）

85.1% 78.1% 77.3% 71.5% 65.9% 69.2%

ⅩⅡ　増収対策

68,846円 69,200円 69,600円 70,000円 83,029円 89,800円 令和5年度　予算要求資料から算出（平林）

71,980円 76,753円 78,977円 82,902円 89,013円 90,377円 令和4年の改定の新設項目の加算，リニアック再稼働，在院日数，DPC係数増加から上昇と推定

90% 90% 加算適応のある重症患者に対して集中治療を行った指標である．

72.1% 85.7% 90.3% 85.9% 92.6% 92.7% 重症度が高く入室が14日を超える患者が一定数いるため90％が妥当と考える．

51% 51% 加算適応のある重症救急患者に対して急性期治療を行った指標である．

48.9% 43.4% 51.3% 49.6% 57.6% 57.2% 50％前後で推移しているが，「出口問題」の改善により算定率上昇を目指す．

ⅩⅢ　費用合理化対策

30.3% 30.4% 30.7% 31.1% 36.1% 36.1% 令和3年度と4年度を参考に推定

31.5% 31.9% 34.1% 35.7% 36.8% 34.6%

35,000千円 160,000千円 アリムタ，ハーセプチン，アバスチンを継続，その他後発医薬品発売となり安定供給が見込める薬剤を切り替える方向

- - 32,170千円 54,876千円 60,758千円 157,189千円 （候補：ビダーザ，アルチバ，ベルケイド，トレアキシン，ロゼレム，エルカルチン，ゼローダ，ネキシウム　など）

令和５年度経営計画目標指標（案）【広島病院】

H29目標 H30目標 R元目標 R２目標 R３目標 R４目標

H29実績 H30実績 R元実績 R２実績 R３実績 R４実績
目標指標 R５目標 メモ

【重点指標】
58）新規入院患者数

◎ 17,900人

59）病床稼働率（700床） ◎ 70.3%

【重点指標】
60）入院単価

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 92,800円

61）特定入院料の算定率（ＩＣＵ） ◎ ◎ 90%

62）特定入院料の算定率（ＨＣＵ）
　※救命救急入院料算定病床

◎ ◎ 55%

63）材料費/医業収益 ◎ 36.1%

64）後発医薬品及びバイオ後続品切替効果額 ◎ 180,000千円
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【安芸津病院】              （年度ごとに目標を達成した項目について「◎」としている。） 

 

  

　（１）　医療機能の強化

Ⅰ　医療提供体制の強化

380件 380件 380件 380件 290件 290件

344件 326件 278件 262件 211件 245件

1,850件 1,900件 1,950件 2,000件 1,900件 1,900件

1,693件 1,650件 1,698件 1,505件 1,387件 1,405件

370件 370件 370件 370件 370件 370件

401件 349件 406件 359件 301件 401件 420件に修正⇒R４実績（見込み）から１件/月以上増加する

770人 950人

328人 575人 665人 754人 954人 1,058人 1,080人に修正⇒R４実績（見込み）以上に増加させ，90人/月を目標とする

2,337件 2,337件 2,337件 2,337件 2,790件 2,790件

2,715件 2,838件 3,254件 2,743件 3,019件 2,940件

32人

28人 27人 27人 30人 28人 17人

80.0% 80.0% 80.0% 80.0% 85.0% 85.0%

89.2% 81.7% 84.9% 89.1% 78.6% 81.5%

Ⅱ　医療の安全と質の向上

0.00020 0.00020

0.00027 0.00045 0.00055 0.00019 0.00048 0.00034

800件 800件

607件 729件 834件 769件 676件 620件 R元，2年度の数値に戻すことを目標とする

580件

- - - 573件 553件 541件

830件

- - - 694件 762件 1,104件

Ⅲ　危機管理対応力の強化

100%

- - - - 100% 100% 生き。目標値100％

Ⅳ　地域連携の強化

120件 120件 120件 120件 200件 200件

127件 123件 228件 124件 47件 31件 R元，2年度の数値に戻すことを目標とする

23.0% 23.0%

18.8% 17.9% 20.4% 21.5% 17.7% 17.2%

30.0% 30.0%

23.4% 26.1% 28.4% 29.7% 28.6% 21.5%

　（２）　人材育成機能の維持

　Ⅴ　医師の確保・育成

令和５年度経営計画目標指標【安芸津病院】

H29目標 H30目標 R元目標 R２目標 R３目標 R４目標

H29実績 H30実績 R元実績 R２実績 R３実績 R４実績
目標指標 R５目標

１）手術件数 290件

２）内視鏡検査件数 1,900件

【重点指標】
３）救急搬送受入件数

◎ ◎ ◎ 420件

【重点指標】
４）専門外来受診患者数
　　（糖尿病，人工関節，骨粗鬆症，フットケア）

◎ ◎ 1,080人

【重点指標】
５）健（検）診件数

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 2,790件

【重点指標】
６）訪問看護新規者数

32人

７）地域包括ケア病床における在宅復帰率 ◎ ◎ ◎ ◎ 85%

８）転倒・転落発生率（レベル２以上） 0.00020

９）入退院支援加算算定件数 800件

10）せん妄ハイリスク患者ケア加算算定件数 580件

11）在宅患者支援病床初期加算算定件数 ◎ 830件

12）感染症に関する研修参加率 ◎ 100%

13）介護支援連携指導料算定件数 ◎ ◎ ◎ ◎ 200件

14）患者紹介率 23.0%

15）患者逆紹介率 30.0%
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　（２）　人材育成機能の維持

　Ⅴ　医師の確保・育成

7人 7人 7人 7人 8人 8人

10人 8人 8人 8人 8人 7人 派遣病院からR5年度研修は7人と連絡を受けているため

- - - - - 0人

- - - - - 199時間

　Ⅵ　看護師等の確保・育成

1人 1人

0人 0人 0人 0人 1人 0人

1人 1人

1人 1人 0人 0人 4人 2人

　Ⅶ　県内医療水準向上への貢献

186人 194人 153人 0人 30人 25人 ※（地域への講師派遣を含む。）に変更

　（３）　患者満足度の向上

　 Ⅷ　患者満足度の向上

95.0% 95.0% 95.0% 95.0% 98.0% 98.0%

97.9% 97.1% 97.4% 99.1% 94.8% 93.2%

250件 200件

0件 0件 11件 188件 363件 436件

　 Ⅸ　業務改善

20人 10人

20人 33人 23人 0人 0人 4人

70.0%

- - - - 91.0% 84.0%

　 Ⅹ　広報の充実

16,500件 16,500件

- - - - 22,673件 25,236件

　（４）　経営基盤の強化

　 ⅩⅠ　経営力の強化

1,000人

1,192人 1,056人 1,112人 988人 830人 800人

73.6% 90.0%

93.8% 80.1% 81.1% 74.4% 65.7% 59.2%

　 ⅩⅡ　増収対策

98.0% 98.0% 98.0% 98.0% 98.0% 98.0%

101.0% 93.1% 89.9% 89.7% 63.3% 74.5%

35,000円

31,358円 33,737円 33,561円 34,356円 34,207円 44,598円 38,000円⇒R5当初37,990円のため

　 ⅩⅢ　費用合理化対策

22.8% 22.8%

19.1% 20.0% 19.9% 20.0% 24.3% 21.5%

300千円

- - - - 150千円 975千円

令和５年度経営計画目標指標【安芸津病院】

H29目標 H30目標 R元目標 R２目標 R３目標 R４目標

H29実績 H30実績 R元実績 R２実績 R３実績 R４実績
目標指標 R５目標

16）初期臨床研修　地域医療研修の受入人数 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 7人

17）年間時間外勤務960時間を超過する医師数[新規] 0人

18）医師一人当たりの時間外勤務時間[新規] 
対前年度比
10％縮減

19）認定・専門看護師数 ◎ 1人

20）メディカルスタッフ部門の認定資格取得・専門的研修
参加者数
　　（放射線，検査，薬剤，栄養，リハビリ）

◎ ◎ 1人

21）地域開放型研修会の参加者数
　※（地域への講師派遣を含む。）

50人

22）患者アンケートの満足度（入院） ◎ ◎ ◎ ◎ 98.0%

23）電話再診件数 ◎ ◎ 350件

24）TQM手法習得者数 10人

25）５Ｓ活動参加率 ◎ 80.0%

26）HP閲覧件数 ◎ ◎ 23,000件

【重点指標】
27）新規入院患者数

1,000人

28）病床稼働率（98床） 90.0%

【重点指標】
29）地域包括ケア病床稼働率

◎ 98.0%

30）入院単価 ◎ 37,990円

31）材料費/医業収益 ◎ 22.8%

32）後発医薬品及びバイオ後続品切替効果額 ◎ 760千円


